
瀬
戸
統
括
は
ま
ず
、
保
護
者
の

世
代
と
今
の
大
学
生
と
は
、
社
会

環
境
が
違
う
点
に
言
及
。
大
学
や

短
期
大
学
の
進
学
率
な
ど
を
比
較

し
た
。

昭
和
40
年
生
ま
れ
の
保
護
者
の

場
合
、
出
生
率
は
１
８
２
万
人
で

進
学
者
数
は
60
万
人
、
進
学
率
は

35
％
。
一
方
、
平
成
２
年
生
ま
れ

の
出
生
率
は
１
２
２
万
人
。
進
学

者
数
は
68
万
人
で
進
学
率
は
57
％

と
の
デ
ー
タ
を
示
し
「
両
者
を
比

較
す
る
と
、
現
在
は
少
子
化
と
は

い
え
進
学
率
は
22
％
高
く
、
進
学

者
数
も
８
万
人
多
い
」
と
し
「
進

学
者
数
が
多
い
分
競
争
が
激
し
く
、

保
護
者
の
就
活
時
代
と
は
明
ら
か

に
環
境
が
違
う
。
現
在
の
就
職
は

少
数
激
戦
と
な
っ
て
い
る
の
が
実

態
だ
」
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
瀬
戸
統
括
は
、
保
護

者
（
家
族
）
が
就
活
生
に
「
し
て

は
い
け
な
い
」
点
を
提
示
し
た
。

そ
の
四
箇
条
と
は
―

①
自
分
の
経
験
だ
け
で
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
。

②
古
い
価
値
観
を
押
し
付
け
る
。

③
過
度
な
干
渉
や
過
保
護
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か

ら
く
る
無
関
心
。

①
②
は
保
護
者
の
就
活
時
代
と

比
べ
経
済
や
雇
用
環
境
は
激
変
。

現
状
を
知
ら
な
い
ま
ま
自
分
が
経

験
し
た
古
い
価
値
観
を
押
し
付
け

る
。
③
は
内
定
が
取
れ
な
い
姿
を

見
か
ね
過
度
な
指
示
を
与
え
た
り
、

親
が
何
で
も
や
っ
て
し
ま
う
。
④

は
そ
の
対
極
で
、
子
ど
も
が
ど
ん

な
職
業
に
関
心
が
あ
る
の
か
知
ら

ず
、
無
関
心
な
ケ
ー
ス
だ
。

瀬
戸
統
括
は
「
こ
れ
ら
親
の
言

動
や
行
動
が
就
活
中
の
子
ら
に
有

形
無
形
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え

て
い
る
。
し
か
も
多
く
の
保
護
者

は
そ
れ
に
気
付
か
な
い
。
就
活
生

が
悩
ん
で
い
る
と
い
う
実
態
を
知
っ

て
欲
し
い
」
と
強
調
し
た
。

親
や
家
族
に
関
す
る
相
談
で
は
、

①
親
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強
く
家

に
い
る
の
が
つ
ら
い
②
目
標
と
す

る
業
界
が
あ
り
頑
張
っ
て
き
た
が
、

結
果
は
実
ら
ず
就
職
浪
人
に
。
夢

は
追
い
続
け
た
い
が
親
の
意
向
と

折
り
合
わ
ず
、
第
三
者
の
意
見
を

聞
き
た
い
③
既
卒
者
で
両
親
か
ら

「
就
活
せ
よ
」
と
き
つ
く
言
わ
れ

て
い
る
。
自
分
の
た
め
で
な
く
家

の
た
め
に
就
職
せ
ね
ば
と
感
じ
て

い
る
ー
と
の
事
例
を
あ
げ
課
題
を

裏
付
け
た
。
（
記
事
２
面
に
続
く
）
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3 業界研究やＲＭＢ

就活生ら熱気

アナウンサー挫折

試練越え事務職に
4

「業界の今、新聞で知って」就活生・研究イベント

金融や鉄道、食品製造、旅行、マスコミなど各業界の最新

情報をつかみ志望動機や自己ＰＲの作成など就活全般に生か

してもらうイベント「業界研究 '16－'17」が2016年２月25

と26日の両日、大阪新卒応援ハローワークで開かれた。３月

１日から始まる企業の広報活動開始を前に、2017年３月卒業

予定者ら218人が参加した。業界研究は、業務の最前線にい

る企業の社員が各業界の現状や事業の見通し、所属企業での

仕事のやりがいなどを語る目的で開催、２日間で16社が参加

し会場は熱気に包まれた。 ３面に詳報

親
子
就
活
の
現
状
や
課
題
、
統
括
職
業
指
導
官
が
講
演

コミュニケーション不足による無関心

自分の経験だけでアドバイス

古い価値観の押しつけ

過干渉・過保護、親が何でもやってしまう

「
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ョ
ブ
を
正
社
員
で
！

就
活
の
進
め
方
と
知
っ
て
役
立
つ
労
働
法
」
と
題

す
る
講
演
会
が
こ
の
ほ
ど
、
桃
山
学
院
大
で
開
か
れ
た
。
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
瀬

戸
浩
統
括
職
業
指
導
官
が
、
親
子
就
活
の
現
状
や
課
題
、
内
定
承
諾
時
に
注
意
す
る
点
を
保
護

者
ら
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。
（
記
事
は
講
演
内
容
を
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
す
）

「
し
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け
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」
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」
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条

桃
山
学
院
大



で
は
、
就
活
を
う
ま
く
進
め
る

に
は
、
ど
ん
な
準
備
や
行
動
を
す

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

瀬
戸
統
括
は
「
で
き
れ
ば
大
学

３
回
生
ま
で
の
間
に
企
業
や
業
界

研
究
を
始
め
て
お
き
た
い
」
と
話

す
。
理
由
は
、
就
職
活
動
の
解
禁

時
期
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
、
大
手

企
業
で
い
え
ば
、
選
考
は
短
期
決

戦
の
様
相
が
濃
い
か
ら
だ
。

企
業
の
求
人
情
報
公
開
の
解
禁

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年
３
月

卒
業
生
の
求
人
情
報
公
開
は
３
回

生
の
12
月
１
日
、
選
考
開
始
は
４

回
生
の
４
月
１
日
だ
っ
た
。
だ
が
、

２
０
１
６
年
３
月
卒
業
生
は
公
開

が
３
回
生
の
３
月
１
日
で
選
考
開

始
が
８
月
１
日
。
２
０
１
７
年
３

月
卒
業
生
は
６
月
１
日
と
な
っ
た
。

瀬
戸
統
括
は
「
２
年
前
の
学
生

は
面
接
が
始
ま
る
４
月
ま
で
の
５

カ
月
間
、
企
業
研
究
に
費
や
す
こ

と
が
で
き
た
。
だ
が
今
年
は
昨
年

よ
り
２
カ
月
前
倒
し
さ
れ
、
６
月

ま
で
の
わ
ず
か
３
カ
月
間
で
企
業

研
究
を
終
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

し
た
上
で
「
選
考
は
短
期
決
戦
だ
。

企
業
研
究
を
ど
れ
だ
け
深
め
ら
れ

る
か
が
、
採
否
の
カ
ギ
と
な
る
。

企
業
研
究
に
費
や
す
時
間
が
短
く

な
る
以
上
、
早
め
早
め
の
対
策
が

大
切
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

「
特
に
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員

で
は
、
雇
用
や
賃
金
、
社
会
保
険

の
面
で
将
来
的
に
大
き
な
違
い
が

出
る
。
こ
の
た
め
、
大
阪
新
卒
応

援
Ｈ
Ｗ
で
は
、
正
社
員
と
し
て
最

初
の
仕
事
に
就
け
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

で
は
、
正
社
員
に
よ
る
雇
用
と

非
正
規
雇
用
で
は
、
将
来
、
何
が

違
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
「
ユ
ー
ス
フ
ル
労
働
統

計
」
に
よ
る
と
、
生
涯
賃
金
の
平

均
は
正
規
雇
用
で
２
億
７
千
万
円
。

一
方
、
非
正
規
雇
用
は
６
千
万
円

と
約
４
倍
超
の
差
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
総
務
省
統
計
局
の
平
成

19
年
版
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ

る
と
、
世
帯
や
婚
姻
状
況
（
15
歳

か
ら
34
歳
、
在
学
者
除
く
）
に
つ

い
て
、
親
と
の
同
居
率
や
既
婚
率

を
平
成
14
年
と
比
較
す
る
と
、
正

規
雇
用
の
男
性
の
既
婚
率
は
38
・

９
％
（
平
成
14
年
は
40
・
４
％
）

だ
が
、
非
正
規
雇
用
は
13
・
２
％

（
同
13
・
５
％
）
と
正
規
雇
用
者

の
３
分
の
１
に
な
る
。
一
方
、
女

性
の
正
規
雇
用
者
の
同
居
率
は
51
・

２
％
（
同
53
・
２
％
）
と
高
い
。

不
本
意
な
が
ら
非
正
規
で
働
く
人

の
割
合
（
総
務
省
労
働
力
調
査
・

平
成
26
年
平
均
）
も
全
体
で
３
３

１
万
人
（
18
・
１
％
）
で
、
う
ち

25
歳
か
ら
34
歳
は
80
万
人
（
28
・

４
％
）
を
占
め
て
い
る
。

非
正
規
労
働
が
増
え
た
理
由
に

つ
い
て
瀬
戸
総
括
は
景
気
の
低
迷

に
原
因
が
あ
る
と
し
「
企
業
は
人

件
費
節
約
の
た
め
、
景
気
の
変
動

に
応
じ
て
雇
用
調
整
を
す
る
が
、

非
正
規
雇
用
が
そ
の
調
整
弁
と
な
っ

て
い
る
」
と
分
析
し
た
。

特
に
、
賃
金
や
社
会
保
険
な
ど

の
適
用
割
合
を
み
る
と
、
正
規
・

非
正
規
の
格
差
は
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。

例
え
ば
、
厚
生
労
働
省
の
平
成

26
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
正
社
員
・
正
職
員
の
一

般
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
１
９
３

７
円
。
一
方
、
正
社
員
以
外
の
一

般
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
１
２
９

９
円
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
賃

金
カ
ー
ブ
で
み
る
と
、
正
社
員
は

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
右
肩
上
が

り
だ
が
、
非
正
規
社
員
の
賃
金
カ
ー

ブ
は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
。

厚
生
労
働
省
の
平
成
26
年
就
業

形
態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
保
険
な

ど
の
適
用
割
合
で
も
、
正
社
員
の

雇
用
保
険
適
用
率
は
92
・
５
％
。

健
康
保
険
は
99
・
３
％
、
退
職
金

制
度
は
80
・
６
％
、
賞
与
支
給
制

度
は
86
・
１
％
だ
が
、
正
社
員
以

外
の
労
働
者
で
は
、
雇
用
保
険
は

67
・
７
％
、
健
康
保
険
は
54
・
７

％
、
退
職
金
制
度
は
９
・
６
％
と

い
ず
れ
も
低
く
、
瀬
戸
統
括
は

「
企
業
年
金
な
ど
の
低
さ
は
、
老

後
を
考
え
た
場
合
、
不
安
定
要
因

と
な
っ
て
い
る
」
と
解
説
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）

学ハロ大阪新聞 2016年3月24日 第29号 （2）

みなさまこんにちは。3月1日からいよい

よ2017年3月卒業予定者の企業による広報活

動が解禁されいよいよ就活スタートとなり

ました。そこで大阪新卒応援ハローワーク

では２月25日、26日に解禁に先立ち16業界

の企業に集まっていただき「業界研究 '16

－'17」を開催しました。今号の学ハロ大阪

新聞では、その開催模様や企業・業界研究

についての進め方や学生の就職環境などに

ついて掲載しております。これから就活を

本格的に始める現３回生のみなさま。この

新聞が就活のきっかけになりますよ。ぜひ、

ご覧ください。

就活のきっかけに、ご愛読を

●
記
事
１
面
か
ら
続
く３

月
か
ら
企
業
の
広
報
活
動

解
禁
。
新
卒
も
既
卒
も
支
援
し
ま
っ
せ

離
職
率
が
低
い
大
阪
の
中
堅
・
中
小
企

業
が
集
ま
る
「
リ
ア
ル
就
活
の
ス
ス
メ
ｉ

ｎ
業
界
・
企
業
の
ホ
ン
マ
展
」
が
３
月
17

日
、
大
阪
市
中
央
区
の
大
阪
マ
ー
チ
ャ
ン

ダ
イ
ズ
・
マ
ー
ト
で
開
か
れ
た
。
ネ
ッ
ト

就
活
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
×
会
え

な
い
企
業
40
社
が
参
加
し
た
。

３
月
か
ら
の
企
業
の
採
用
広
報
活
動
解

禁
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
し
た
就

活
生
は
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
事
業

内
容
や
実
際
の
職
場
環
境
、
業
界
の
裏
話

な
ど
を
採
用
担
当
者
か
ら
聞
い
た
。

会
場
内
で
は
、
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
Ｊ
Ｓ
が
、
新
規
登
録
や
就
活
に

関
す
る
特
設
の
相
談
窓
口
を
設
け
た
ほ
か
、

お
辞
儀
や
身
だ
し
な
み
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

立
ち
居
振
る
舞
い
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

た
。
参
加
者
は
正
し
い
立
ち
方
や
お
辞
儀

の
姿
勢
を
講
師
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
実

践
。
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
た
＝
写
真
。

業界・企業のホンマ展、盛況

企
業
・業
界
研
究
、
早
め
の
着
手
を

で
は
、
就
活
を
う
ま
く
進
め
る

に
は
、
ど
ん
な
準
備
や
行
動
を
す

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

瀬
戸
統
括
は
「
で
き
れ
ば
大
学

３
回
生
ま
で
の
間
に
企
業
や
業
界

研
究
を
始
め
て
お
き
た
い
」
と
話

す
。
理
由
は
、
就
職
活
動
の
解
禁

時
期
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
、
大
手

企
業
で
い
え
ば
、
選
考
は
短
期
決

戦
の
様
相
が
濃
い
か
ら
だ
。

企
業
の
求
人
情
報
公
開
の
解
禁

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年
３
月

卒
業
生
の
求
人
情
報
公
開
は
３
回

生
の
12
月
１
日
、
選
考
開
始
は
４

回
生
の
４
月
１
日
だ
っ
た
。
だ
が
、

２
０
１
６
年
３
月
卒
業
生
は
公
開

が
３
回
生
の
３
月
１
日
で
選
考
開

始
が
８
月
１
日
。
２
０
１
７
年
３

月
卒
業
生
は
６
月
１
日
と
な
っ
た
。

瀬
戸
統
括
は
「
２
年
前
の
学
生

は
面
接
が
始
ま
る
４
月
ま
で
の
５

カ
月
間
、
企
業
研
究
に
費
や
す
こ

と
が
で
き
た
。
だ
が
今
年
は
昨
年

よ
り
２
カ
月
前
倒
し
さ
れ
、
６
月

ま
で
の
わ
ず
か
３
カ
月
間
で
企
業

研
究
を
終
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

し
た
上
で
「
選
考
は
短
期
決
戦
だ
。

企
業
研
究
を
ど
れ
だ
け
深
め
ら
れ

る
か
が
、
採
否
の
カ
ギ
と
な
る
。

企
業
研
究
に
費
や
す
時
間
が
短
く

な
る
以
上
、
早
め
早
め
の
対
策
が

大
切
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

「
特
に
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員

で
は
、
雇
用
や
賃
金
、
社
会
保
険

の
面
で
将
来
的
に
大
き
な
違
い
が

出
る
。
こ
の
た
め
、
大
阪
新
卒
応

援
Ｈ
Ｗ
で
は
、
正
社
員
と
し
て
最

初
の
仕
事
に
就
け
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

で
は
、
正
社
員
に
よ
る
雇
用
と

非
正
規
雇
用
で
は
、
将
来
、
何
が

違
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
「
ユ
ー
ス
フ
ル
労
働
統

計
」
に
よ
る
と
、
生
涯
賃
金
の
平

均
は
正
規
雇
用
で
２
億
７
千
万
円
。

一
方
、
非
正
規
雇
用
は
６
千
万
円

と
約
４
倍
超
の
差
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
総
務
省
統
計
局
の
平
成

19
年
版
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ

る
と
、
世
帯
や
婚
姻
状
況
（
15
歳

か
ら
34
歳
、
在
学
者
除
く
）
に
つ

い
て
、
親
と
の
同
居
率
や
既
婚
率

を
平
成
14
年
と
比
較
す
る
と
、
正

規
雇
用
の
男
性
の
既
婚
率
は
38
・

９
％
（
平
成
14
年
は
40
・
４
％
）

だ
が
、
非
正
規
雇
用
は
13
・
２
％

（
同
13
・
５
％
）
と
正
規
雇
用
者

の
３
分
の
１
に
な
る
。
一
方
、
女

性
の
正
規
雇
用
者
の
同
居
率
は
51
・

２
％
（
同
53
・
２
％
）
と
高
い
。

不
本
意
な
が
ら
非
正
規
で
働
く
人

の
割
合
（
総
務
省
労
働
力
調
査
・

平
成
26
年
平
均
）
も
全
体
で
３
３

１
万
人
（
18
・
１
％
）
で
、
う
ち

25
歳
か
ら
34
歳
は
80
万
人
（
28
・

４
％
）
を
占
め
て
い
る
。
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正
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労
働
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え
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理
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に
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て
瀬
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景
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低
迷
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原
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企
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は
人
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、
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変
動
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が
、

非
正
規
雇
用
が
そ
の
調
整
弁
と
な
っ

て
い
る
」
と
分
析
し
た
。

特
に
、
賃
金
や
社
会
保
険
な
ど

の
適
用
割
合
を
み
る
と
、
正
規
・
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。

例
え
ば
、
厚
生
労
働
省
の
平
成

26
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
正
社
員
・
正
職
員
の
一

般
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
１
９
３

７
円
。
一
方
、
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以
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者
の
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２
９

９
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と
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し
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も
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で
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と
、
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は
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齢
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ご
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右
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、
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。
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の
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に
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総
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と
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ど
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で
も
、
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の
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用
保
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適
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は
92
・
５
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。

健
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は
99
・
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、
退
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金

制
度
は
80
・
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、
賞
与
支
給
制

度
は
86
・
１
％
だ
が
、
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以
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の
労
働
者
で
は
、
雇
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は

67
・
７
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、
健
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は
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、
退
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金
制
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は
９
・
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と
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ず
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も
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く
、
瀬
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は

「
企
業
年
金
な
ど
の
低
さ
は
、
老

後
を
考
え
た
場
合
、
不
安
定
要
因

と
な
っ
て
い
る
」
と
解
説
し
た
。
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動が解禁されいよいよ就活スタートとなり

ました。そこで大阪新卒応援ハローワーク

では２月25日、26日に解禁に先立ち16業界

の企業に集まっていただき「業界研究 '16

－'17」を開催しました。今号の学ハロ大阪

新聞では、その開催模様や企業・業界研究

についての進め方や学生の就職環境などに

ついて掲載しております。これから就活を

本格的に始める現３回生のみなさま。この

新聞が就活のきっかけになりますよ。ぜひ、

ご覧ください。

就活のきっかけに、ご愛読を

●
記
事
１
面
か
ら
続
く３

月
か
ら
企
業
の
広
報
活
動

解
禁
。
新
卒
も
既
卒
も
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し
ま
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せ

離
職
率
が
低
い
大
阪
の
中
堅
・
中
小
企
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が
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リ
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ル
就
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の
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業
界
・
企
業
の
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」
が
３
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17

日
、
大
阪
市
中
央
区
の
大
阪
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ー
チ
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ン

ダ
イ
ズ
・
マ
ー
ト
で
開
か
れ
た
。
ネ
ッ
ト

就
活
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
×
会
え

な
い
企
業
40
社
が
参
加
し
た
。

３
月
か
ら
の
企
業
の
採
用
広
報
活
動
解

禁
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
し
た
就

活
生
は
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
事
業

内
容
や
実
際
の
職
場
環
境
、
業
界
の
裏
話

な
ど
を
採
用
担
当
者
か
ら
聞
い
た
。

会
場
内
で
は
、
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
Ｊ
Ｓ
が
、
新
規
登
録
や
就
活
に

関
す
る
特
設
の
相
談
窓
口
を
設
け
た
ほ
か
、

お
辞
儀
や
身
だ
し
な
み
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

立
ち
居
振
る
舞
い
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

た
。
参
加
者
は
正
し
い
立
ち
方
や
お
辞
儀

の
姿
勢
を
講
師
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
実

践
。
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
た
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真
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業界・企業のホンマ展、盛況

企
業
・業
界
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、
早
め
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着
手
を
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「話し手の人柄を通じて社風の一

端が分った。自分が志望する業界の

今後や知らなかった話も聞くことが

できて

志望動

機を書

く参考

になっ

た」。

２月

25と26

日に開

かれた

「業界研究 '16－'17」。参加した

関西学院大の男子大学院生は企業の

パンフレットを手にこう話した。

金融業界のブースでは、大手地方

銀行の担当者が「強みは預金者や中

小企業にとって身近な存在である点

だ。メガバンクのような大きな取り

引きはないが、顧客との心の距離を

どう縮めるかが大切になる」と語っ

た＝写真㊤。

マスコミのブースでは全国紙の社

員が当日朝刊の紙面を参加者と一緒

に読みながら、ニュースのポイント

や価値判断の基準について分かり易

く説明していた。2011年の東日本大

震災では、被災地での取材拠点を設

置した経験談を語り、事実を素早く

正確に伝える報道機関の使命の重さ

に言及した。

食品業界のブースには老舗のパン

製造会社が出展。「パンの市場は安

さと手軽さがポイントだ。最近は高

品質高価格の商品が売れており、い

かに顧客ニーズに対応できるかがカ

ギとなる」と採用担当者が消費者の

傾向を分析するとともに、業界の動

向や仕事のやりがいをパワーポイン

トを使いながら話した＝写真㊤。

鉄道業界のブースでは、大手私鉄

間での輸送人員数の比較や、営業利

益などの業績面を分かり易く解説。

沿線の歴史を写真で振り返るととも

に、民営鉄道のビジネスモデルを作っ

た創業者の思いを紹介した。

金融・鉄道・食品・旅行など16社 業界研究218人

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
３

月
４
日
、
今
年
度
最
後
と
な
る
拡
大
版

Ｒ
Ｍ
Ｂ
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
ブ
ー

ス
）
説
明
会
・
面
接
会
を
開
き
、
就
活

生
１
４
８
人
が
参
加
し
た
＝
写
真
は
会

場
風
景
。

今
年
度
10
回
目
と
な
る
Ｒ
Ｍ
Ｂ
の
テ
ー

マ
は
「
４
月
入
社
編
」
。
４
月
の
新
入

社
員
入
社
式
に
合
わ
せ
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
て
い
る
中
堅
・
中
小
企
業
11

社
が
参
加
し
た
。

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
が
今
年
１

月
に
発
表
し
た
第
３
回
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

雇
用
等
短
期
観
測
調
査
に
よ
る
と
、
今

年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
す
る
い
わ
ゆ

る
新
卒
採
用

に
つ
い
て
４

割
の
企
業
が

「
１
月
以
降

も
募
集
を
続

け
る
」
と
回

答
。
「
99
人
以
下
」
の
企
業
で
は
約
６
割

が
募
集
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
正
社
員

が
「
不
足
」
「
や
や
不
足
」
し
て
い
る
と

回
答
し
た
企
業
は
前
回
調
査
に
引
き
続
き

半
数
を
超
え
、
人
手
不
足
感
は
高
止
ま
り

し
て
い
る
。
取
り

分
け
非
製
造
業
で

は
６
割
超
の
企
業

が
「
正
社
員
不
足
」

と
い
う
。
大
阪
労

働
局
で
は
３
月
末

ま
で
を
「
不
本
意

非
正
規
対
策
・
学

卒
正
社
員
就
職
実

現
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

期
間
と
銘
打
ち
就

活
生
の
支
援
強
化

に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
Ｃ

Ｍ
で
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アナウンサーにはなれなかったが、伝える能力 生かせる仕事に。

フリートークの練習やアクセントの矯正が正しい言葉遣いに結実。

就職は人との縁。ふるさと愛媛出身者らが面接官。出会いに喜び。

就
活
日
記
・
29

「アナウンサーにはなれなかった

が挫折経験やこれまでの努力を、建

設会社の面接官が評価してくれた。

最後に自分が入りたい会社と出合え、

心が震える思いだ」。

大手建設会社の事務系総合職に今

年２月、内定した。会社説明会や研

修を担当すれば、就活生や大勢の社

員を前に話す機会も多いだろう。

「人前でも臆せず話せるのが私の

強み。アナウンサーの勉強で身に付

けた分かりやすく伝える能力を存分

に生かせる仕事」と意欲を見せる。

愛媛県の出身。中学からアナウン

サーを志し就活は２回生の12月から

始めた。「地元は人口減少が進み、

私が出た中学もすでに廃校となった。

だからこそ、積極的な地域情報の発

信で沈みがちな町を元気にしたかっ

た」と動機を語る。

大学時代は、アナウンス塾に通い

フリートークや正しい言葉遣いの練

習に力を注いだ。例えばパネルトー

ク。テニスの錦織圭選手の写真を見

せられ、即座に30秒で話をまとめる。

瞬発力と話の構成力がカギだ。地方

出身のため、アクセントのクセはな

かなか直らず標準語のマスターにも

苦労した。そこでニュースの字幕を

見ながらアナウンサーの声に自分の

声を重ね合わせる練習をした。する

と「微妙な音のずれからアクセント

の違いが分かり矯正できた」。これ

を毎日繰り返した。ＮＨＫの発音ア

クセント辞典はボロボロになった。

そして挑んだ採用試験。東京キー

局の壁は厚かったが、本命の愛媛の

民放２社は最終面接まで残った。パ

ネルトーク試験のテーマは「カープ

女子」。だが、緊張からうまくまと

め切れず、結果は不採用に終わる。

諦めきれず今年１月まで、募集があ

れば地方局の試験に臨むも結果は出

ず、悔しさと諦めの心が交錯した。

大阪新卒応援ハローワークで就活

を本格化させたのはそんな頃だ。学

校の紹介で存在は知っていた。悔し

い半面、やれるだけのことはやった。

だから「未練を引きずることなく心

機一転、気持ちの切り替えもできた。

他の民間企業も積極的に見てみよう」

との思いで相談窓口を利用した。

早速、不動産や損害保険会社の選

考会に臨む。大手建設会社の面接で

はアナウンサーを志望するも全滅し

た経緯を話した。すると人事担当者

から思いのほかこんな言葉を聞いた。

「『苦労したね。でもこの挫折は

いい経験になるよ。君は質問に対す

る答えも的確だ。正しい言葉遣いで

話の構成もしっかりしている。アナ

ウンサーになるため段階を踏んで努

力してきたんだね。その姿勢は十分、

評価できる。だから、例えアナウン

サーになれなくても、ウチの社に来

てもらえたら、この経験はどんな場

面にでも生かせるよ」。

その言葉を聞いた時、心が震え、

救われた気持ちになった。「これま

での努力は間違っていなかったんだ」

建設会社の志望理由は福祉分野で

も貢献できる点だ。「父が福祉関係

の仕事をしており、現場のことは多

少、知っている。お年寄りに優しい

マンションや住宅の建設は急務だ」。

またＪＳ（ジョブサポーター）の勧

めで大阪市内のモデルルームも見学。

営業マンに面接の話をすると「『ウ

チの物件は防音対策に注力している。

営業や企画など各部が協力しチーム

ワークで仕事をしている』と仕事の

流儀や社内の雰囲気を教えてくれた。

女性も管理職を目指せる社風で、私

もここで働きたい」。本気で思えた。

面接では、人事担当者が地元放送

局を目指していた思いに共感してく

れた。奥さんが愛媛出身で地元のテ

レビ番組や町おこしの話で盛り上がっ

た。後で知ったが、最終面接で会っ

た財務部長は高校のＯＢ。同席の企

画部長も同じ愛媛出身だった。求人

票は産休者が出たため、急きょ企業

から学校に募集が来たものだ。

「こんな偶然があるのか。まさか

採用選考に関わった３人が愛媛ゆか

りの方々なんて。しかもこの時期に

大手企業の事務職採用で」―。

就職は人との縁。至言である。

武庫川女子大学文学部 ４回生

挫折経験と努力、必ず誰かが評価してくれる

放送局のアナウンサーを目指すも壁は厚かった。だが、フリートークの練習で身に付けた表現力やアナウンス技

術を、他の企業が見逃さなかった。しかも、面接官はふるさと愛媛の出身者ら。「挫折経験と重ねた努力は決して

無駄ではなかった。自分を評価してくれた心温かい方々と出会え、就職は縁だとつくづく思った」。
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